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スライスビューワ

３Dボリュームビューワ

当院のコーンビームCT （モリタ製作所）には
 二つのビューワがあります



スライスビューワ

XYZ方向で任意のスライス

ほとんどの診断はこれで十分

（画像を回転・拡大できない）



３Dボリュームビューワ

主に
 

骨折
 

唾石症
 

の
 

診断に使用

鼻骨骨折

複数の唾石



ＥＳＳの術前術中シミュレーションにも使用してきました



河野浩万先生のご講演（２０１３年専門医講習会：名古屋）で
 コーンビームＣＴの画像を回転しておられる動画を拝見



これに刺激をうけ
 ３Ｄボリュームビューワの

 回転機能を再認識
 

ＸＹＺ面と傾きが異なる
 耳管、上半規管を

 走行面にあわせたスライス
 で観察することを試みた

今回

耳管開放症
 

上半規管裂隙症例
 

を
 

提示

耳管

上半規管



耳管開放症

症状は

耳閉感
 

自声強聴
 

めまい
 

難聴

耳閉感は頭を下にしたり、お風呂に入ると改善

激しい運動をしたりすると悪化

女性に多く、疲れや睡眠不足

急な体重減少時に起こりやすい
金沢市立病院耳鼻咽喉科

石川

 
滋先生

 
HPより

→
 

２症例を呈示



症例１
 

６６歳女性

二週間前から両耳で自分の声が反響するとして

２０１３年１２月初診

鼓膜所見正常

呼吸にともなう振動なし

両側

耳管咽頭孔が

きわめて広い

印象



聴力
 

チンパノメトリー
 ６６歳の年齢相当



両側
 

耳管咽頭孔から中耳まで
開放腔が連続する耳管画像を確認

３Ｄボリュームビューワで作成した
 耳管走行面のＣＴ画像



症例２
 

４６歳女性

２０１２年１０月から耳管開放症疑いとして加療中

症状：自分の呼吸音が耳に響き、寝転ぶと改善

ウォーキングで増悪
 

右頚部圧迫で改善

内視鏡所見：耳管咽頭孔がきわめて広い印象あり



聴力・チンパノメトリー
 問題なしと思われる



本年3月
 

CT施行
 咽頭側から中耳近くまでの耳管腔開放を確認

完全ではないが

これも耳管開放症の画像所見？？



通常の耳管
 

を
 

比較のため提示

耳管咽頭孔付近で耳管腔がすぐ閉塞



症例１のＣＴを再度提示

当院で
 

咽頭から中耳までの完全開放を確認できた
 症例は現時点でこの一例のみ



上（前）半規管の骨迷路が頭蓋内に露出（矢印）

裂隙（露出）部が

第３の内耳窓となり

Tullio現象

瘻孔症状など

多彩な症状を生じる？

（1998年Minor）

上半規管裂隙症候群
 （ＳＣＤＳ：Superior canal dehiscence

 
syndrome）



上半規管裂隙のＣＴ画像例

2012年7月7日～9月1日

当院を受診しためまい・難聴
 

107症例

スライスビューワを用いて

上半規管裂隙の頻度と臨床所見を検討

冠状断

矢状断

右 左



２０１２年スライスビューワで検討した
 めまい、難聴症例の上半規管裂隙と症状

上半規管骨欠損(＋)
 

12.1％(13例
 

/107例)
( 両

 
4

 
片

 
9

 
,

 
右

 
5

 
左

 
12 ,

 
男

 
5   女

 
8 )

（下記報告より高頻度）
側頭骨病理標本

 
骨欠損0.5％

 
骨菲薄1.4％

1mmスライスCT冠状断
 

骨欠損
 

9％

Tullio現象や瘻孔症状など
上半規管裂隙症候群に特異的とされる症状を認めず

→上半規管裂隙に病的意義はなさそうと感じた



３Ｄボリュームビューワで
 上半規管走行面にあわせて作成したＣＴ画像

上半規管裂隙例

矢印範囲に裂隙示唆
正常例

しっかりとした骨壁を認める
片耳撮影のため

 
コントラスト良好

裂隙範囲の大小に臨床的意味あり？？？
→

 
次回以降の課題（申し訳ありません）



ま と め

１ コーンビームＣＴ ３Dボリュームビューワを用いること
 により、ＸＹＺ面に制限されない自由な角度のＣＴ画像

 を作成することができる。

２
 

今回、耳管開放症や上半規管裂隙症の診断に有用
 なことを確認できた。

３
 

従来ＣＴより患者負担（検査コスト、被爆、撮影時間）
 が少なく高精度、かつ、診療所レベルで行えるコーン
 ビームCTの導入活用施設が増えることを期待。

当院では

 

税込み５０００円で委託ＣＴ検査（ＤＶＤでビュアとデータ提供）

サンプルデータがＵＳＢにあります、ご希望のＤｒは遠慮なくお申し付けください
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